
歌舞伎鑑賞教室（国立劇場） 
歌舞伎教室は、四百年の歴史を持つ歌舞伎の魅力を、より多くの方々が気軽に楽しめるよう、

人気のある演目を充実した俳優陣で演じる公演です。歌舞伎俳優がみどころなどをわかりや

すく解説する「歌舞伎のみかた」も好評です。 

字幕表示もあり、観劇の手引き『歌舞伎 -その美と歴史- 』やプログラムを見ながらお楽し

みいただけますので、ぜひお出掛け下さい。 

１. 日  時  平成２９年７月３日（月） 11：00 開演（終演予定 午後 1 時 15 分） 

２. 演  目  解説「歌舞伎のみかた」 

 「一条大蔵譚
いちじょうおおくらものがたり

」 

３. 出  演  尾上 菊之助 ほか 

４. 費  用   ３，２００円 （1 等席 3,900 円） 

 

５. 申込期限   5月 22日（月）までに同封の「参加申込書」 

または FAX 03-6240-9382 でお申込み下さい。 

      振込票をお送りします。ご入金確認後、切符を郵送いたします。 

６. 人  数    先着 20名様  まで 

 

 

 

 

 

 

 

マチュリティ ニュース   平成２９年４月２０日    １８１号      ６／７ 

 

今年の「はつらつふれあいの集い」は１０月２５日（水）に 

日暮里の「ホテルラングウッド」で開催します。 

次号マチュリティニュースで詳細をお知らせする予定です。 

《あらすじとみどころ》 

平家全盛の京、平清盛は、元源義朝の妻・常盤御前を阿呆と評判の一条大蔵卿に嫁がせます。

常盤の心変わりを疑い大蔵卿の屋敷に忍び込んだ源義朝の忠臣・鬼次郎は、常盤が密かに清盛の

絵姿を射て、我が子牛若丸の平家討伐を祈っていたことを知ります。大蔵卿は、この内容を立ち

聞きし密告しようとした家来を討って、阿呆は仮の姿であることを明かし、鬼次郎を通じ源氏の

重宝の剣・友切丸を牛若丸に渡し時節到来を待つよう告げ、元の阿呆を装う姿に戻るのでした。

次代を担う尾上菊之助の熱演に期待大！ 

 


